
春闘にかける思い春闘にかける思い

激励挨拶激励挨拶

　2025年2月27日（木）、福井市・アオッサ「県民ホール」をメイン会場に、丹南会

場、嶺南会場をサテライト会場として「連合アクション・2025春季生活闘争 総決

起集会」を開催し、各構成組織から3会場で約600名が集結しました。

　昨年に続き、社会的な賃上げムードの醸成に向け、全国統一行動日に合わせて

開催した当集会では、杉本知事をはじめ推薦議員団から激励を受け、「みんなで

つくろう！賃上げがあたりまえの社会」を合言葉に、連合福井一丸となって2025

闘争にのぞむ決意を新たに士気を高めました。

　始めに、主催者代表挨拶に立った矢野会長は、「社会問題・地域課題など、労働者や生活

者を取り巻く環境が大きく変化しつつある昨今、私たち労働組合の活動が改めて必要か

つ重要になっていると感じている。サプライチェーンによる共存共栄の精神に基づき、

大手によるけん引と中小・零細企業への波及、また公務員の人事院勧告も含めた全体の

底上げに加え、格差是正にも力点を置き、今春闘を闘っていくことが我々の使命だ。」と

力を込めました。

　次に、橋岡事務局長からの春闘に関する取り組みの報告では、『みんなが生活向上を実

感』できる社会に向けて労働組合がけん引役になろうと呼び掛け、中小労組は格差是正

分を積極的に要求していくことも強調して話しました。その後、各会場から春闘にかけ

る思いをリレー中継し、民間・公務それぞれの立場から2025春闘への意気込みを発表し

ていただきました。

　最後に、竹内執行委員から総決起集会アピール（案）が上程され全体の拍手で採択され

た後、矢野会長の発声による各会場からの力強いガンバロー三唱で集会を締めくくりま

した。

　私たち労働組合がけん引役となって、地域の相場感をつくり、県内労働者に広く春闘

の成果を波及させていきましょう。
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　連合福井では、2月12日（水）から県内経済団体・行政への春闘に関する要請行動をスタートさせました。2025春闘で

は、中小企業・小規模事業者が継続的な賃上げ原資を確保できる環境整備のため、公労使で力を合わせて取り組んでい

く必要があります。「みんなが生活が良くなったと実感できる賃上げ」の実現に向けて、中小企業・小規模事業者にも賃

上げをどこまで広げることができるかが重要となり、経済社会の新たなステージを定着させるための重要な局面です。

　経済団体に対しては、「月例賃金の改善および格差是正」、「賃上げ原資配分」、「持続的な賃上げ原資を確保するための

取り組み」などについて要請し、行政に対しては、「社会的な機運醸成」、「適切な価格転嫁・適正取引の円滑化」、「可処分

所得の向上」などに関する政策的な支援を求めました。

　連合福井では、今後も継続して経済・行政の両面から働く人のための環境づくりを進めていきます。

要 請 先
経済団体 行　政

2/12（水）福井県商工会議所連合会

日時：2月13日（木）

会場：ユニオンプラザ福井+WEB併用

講師：森口 美和子 氏
（社会保険労務士）

2/12（水）福井県中小企業団体中央会

2/19（水）福井県商工会連合会　 2/25（火）福井県中小企業家同友会

2/17（月）福井県市長会 2/17（月）福井県町村会

2/20（木）福井労働局 2/28（金）福井県

　労使交渉が本格化する前に、春闘方針の確認や賃金引き上げのポイント、交渉時に役立つ情報の共

有を図るため、各地協で春闘学習会を実施しました。テーマについては、今年のトレンドや要望を基

にそれぞれの地協で設定し、多くの参加をいただくことができました。

　引き続き、組合員のため、働く者のために力を合わせて頑張りましょう！

各地協で春闘学習会を開催しました！各地協で春闘学習会を開催しました！
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2025春闘 経済団体・行政への要請行動

「組合員の可処分所得向上と
人財確保戦略」

日時：2月19日（水）

会場：アイアイ鯖江

講師：勝見 秀樹 氏
（特定社会保険労務士）

「あらゆるハラスメント対策と
差別禁止の取り組み」

日時：2月6日（木）

会場：リブラ若狭+WEB併用

講師：小玉 隆一 氏
（特定社会保険労務士・行政書士）

「後ろ向きな退職を防止するために
取り組むべきコト」

「36（サブロク）の日」・「3.8国際女性デー」の
取り組み紹介

「36（サブロク）の日」・「3.8国際女性デー」の
取り組み紹介

　36協定とは『時間外・休日労働に関する協定』のことであ

り、会社が社員に残業をさせるためには「36協定の締結」が

必要です。連合福井では、周知活動の一環として玉川副事務

局長が3月6日（木）放送のラジオ番組に出演し、36協定や

ワークルールについて分かりやすく説明しました。

　連合福井では、「3.8国際女性デー」の周知活動として各地協で3月8日に街頭行動を

実施しました。男女間格差を示す”ジェンダーギャップ指数”で、国際的にみて日本は

先進国の中でも特に遅れをとっているのが現状です。この機会に女性の権利やジェン

ダー平等について考えていただければと思います。

福井地協　福井市「エルパ」 丹南地協　鯖江市「アルプラザ鯖江」 嶺南地協　敦賀市「バロー敦賀店」

　労使交渉が本格化する中、2月28日（金）にグランユアーズフクイに

て、福井県経営者協会と連合福井の三役が会して「労使懇談会」を開

催しました。

　冒頭に、連合福井の矢野会長から福井県経営者協会の光野会長へ

要請書を提出した後、両会長から今春闘を取り巻く環境やそれぞれ

の考え方・スタンスについて述べられました。

　続いて、橋岡事務局長からは2025春闘に関する要請内容の説明を行い、光

野会長から総括的なコメントを受けました。

　その後、基調講演として特定社会保険労務士の勝見氏から「年収の壁」を

テーマに、それぞれの制度がどのようなものなのかについて解説を受けると

ともに、今どのような議論が行われているかについて講話いただきました。

　限られた時間ではありましたが、成長と経済の好循環のためには「継続し

た賃上げが必要」という点や課題認識も共有でき、労使で共に創り上げる「共

創」という言葉をキーワードに、引き続き連携した取り組みを確認する場に

なりました。

　2024年2月18日（火）、連合福井の矢野会長から福井県腎友会の山田会長へ、各構成組

織・加盟組合から寄せられた『国民を腎疾患から守る総合対策』の早期確立を要望する請

願署名とカンパ金をお渡ししました。今年もご協力ありがとうございました。

　腎臓病の早期発見と重症化の予防、また透析患者が安心して働き暮らせる社会に向け

た取り組みがさらに進むよう、請願が採択され国の政策に反映されることを願い、引き

続き連合福井では福井県腎友会への支援を行っていきます。

『腎疾患総合対策』へのご協力ありがとうございました『腎疾患総合対策』へのご協力ありがとうございました

山田会長（左）へ
署名とカンパ金をお渡し

『国民を腎疾患から守る総合対策』の早期確立を要望する請願署名

署名数：25,165筆　　カンパ金：8,100円
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	250407_れんごう福井4月No333_おもて
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